
































































































































































































































































































































































































































































目標 どんな代償を支払っても 収益性。他の目標は考慮 法律に従った、倫理的
特 収益性と組織の成功 しない。 基準の範囲内での収益
性。
法律へ 法的基準はマネジメント 法律は法律条文というよ 法律の文言に加えその






































































































































































@　　　　　モデル 経済的責任 法的責任 倫理的責任 フィランソロフィックな責任
非道徳的なマネジメント ＊＊＊ ? ?
道徳観念のない（道徳と無矧系な）マネジメント ＊＊＊ ＊＊ ?
?
道徳的なマネジメント ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊
ウェイト付け記号：＊　　＝最ノ邸艮の考慮（見かけのみ）
　　　　　　　＊＊　＝中程度の考慮
　　　　　　　＊＊＊＝著しい考慮
　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所）Carroll〔1996〕p．129
　　　　　　　　　　　　　　　－16一
54）保険会社が取るべき基本的な方策は、市民の共有財産としての保険制度の担い手とし
　　て、より公正な信頼されるシステムを追求することにほかならない（月足〔1996〕P．
　　14。）
55）同様の倫理的問題の一例として「自殺免責」への評価がある。日本の生命保険の自殺
　　免責期間は、消費者サービス向上の観点から、1974年に一年に短縮された（月足〔19
　　96〕p．8）。当初は自殺率が極めて低かった状況もあって容認されてきたが、現在は
　　多くの問題を引き起こすようになった。。生命保険と自殺の関係にっいては月足〔19
　　86〕pp．167～183を参照のこと。
56）倫理と法律とそれらのリスク・マネジメントとの関係にっいてはWilliams，Jr．et．〔
　　1998〕p．185を参照のこと。
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